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基本方針

奥只見八崎地区専用水道は、清浄な水道水を奥只見八崎地区に安定的に供給するこ

とを目的として設置されました。電源開発株式会社小出電力所は、供給する水道水が

水道法（以下「法」という。）に基づく水質基準に適合していることを確認するための

検査を定期的及び臨時に行います。

定期的な検査は、法に基づく検査(３－１項参照)を行い、臨時に行う検査は、水質の
悪化等が認められる場合（３－２項参照）に行います。臨時に行う検査では、基準項

目以外であっても、水道水の状態確認が必要と考えられる検査項目を精査して行いま

す。

水質の検査は、公平中立な第三者機関に委託します。

２ 水道事業の概要

① 施設の概要

水道名・給水区域・計画給水人口・一日最大計画給水量（㎥）・主な水源・浄水場

及び浄水処理方法については下記のとおりです。

施設の概要

② 水道原水及び浄水の状況と管理上の注意点

２０１８年９月に発生したヒ素基準値超過対策として、２０１９年１１月にヒ素を

除去できる浄水処理システムを導入しました。それに併せ水源を表流水から地下水

に変更しました。

２０２３年度の水質検査において基準値超過はありません。

※ 平成１７年度より船着場展望台向け水道管より魚沼市へ日量２０㎥以下の分水

協力を行っています。責任区分としては分水地点より魚沼市となっています。

水道名 給水区域
計画給水人口

（人）

一日最大 計画給水量

（㎥）

奥只見八崎地区専用水道 奥只見八崎地区 0 200

主な水源 主な浄水場 浄水処理方法

地下水（深井戸） 奥只見八崎浄水場 アルミニウム系凝集剤によるヒ素等の凝集、希硫酸に

よる pH調整、次亜塩素滅菌、急速濾過、膜ろ過
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水道原水及び浄水の状況と管理上の注意点

３ 水質検査の実施に関する事項

当社は、毎日検査を行う以外の検査施設を有していないため、法に基づく水質検査

を、法２０条登録検査機関に委託します。

また、緊急時の水質検査も当該の検査機関で対応します。

(1) 自己検査

・毎日検査：①色（目視）・濁り（目視）：異常が無いこと

②残留塩素（ＤＰＤ法） ：０．１mg／ℓ以上（遊離残留塩素）

(2) 委託検査

① 定期の水質検査：基準項目検査（「水質基準項目一覧表」参照）

② その他の検査 ：大腸菌・嫌気性芽胞菌（指標菌）

③ 臨時の水質検査：過去３年間のデータにより、基準値の２０％を超えた項目は

法に従い検査します。また、基準値を超えた場合は、直ちに原因調査を行い適切

な処置をするとともに、基準を満たす水を供給するよう対処します。

(3) 精度管理及び信頼性について

以下のことを委託条件にします。

①水質検査の精度管理は「新潟県・全国給水衛生検査協会」等が実施している精度

管理事業に参加するとともに、その精度管理が維持されていること。

②信頼性の保障は、国際標準化機構（ISO）を取得し、システムを維持していること。

３－１ 定期の水質検査に関する事項

以下の内容で定期の水質検査を実施します。

(1) 水源毎の水質検査項目・採水場所・検査頻度及びその理由

① 浄水

・ 採水は、各水源の水質が代表できる給水栓から採水します。

＜選定条件＞

（給水区域内で、日常的に使用されており末端水として代表される給水栓）

・ 水道水の安全性を確認するため、年 1回基準５１項目を検査します。
・ 省略不可能９項目検査は、基準５１項目を実施しない１１ヶ月において、毎月

水 道 名 現 況 注 意 点

奥只見八崎地区専用水道 特になし 特になし
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１回検査します。ジェオスミン・２－メチルイソボルネオール２項目について

夏場６～８月に検査します。

② 原水

・ 採水は、浄水場内から実施します。大腸菌・嫌気性芽胞菌（指標菌）を３カ

月に１回検査を行います。

３－２ 臨時の水質検査に関する事項

(1) 次にあげる要件に該当する場合は、臨時の検査を行います。

① 水源の水質が著しく悪化したとき。

② 水源に異常があったとき。

③ 水源付近、給水区域及びその周辺等において消化器系感染症が流行している

とき。

④ 浄水過程に異常があったとき。

⑤ 配水管の大規模な工事や、その他水道施設が著しく汚染されたおそれがある

とき。

⑥ その他、必要があると認められるとき。

(2) 臨時の検査項目及び採水場所は、次のとおりとします。

① 検査項目は、原則基準５１項目すべて対象ですが、検査を行う必要がないこと

が明らかな場合は、その項目の検査を省略します。

その他、必要と認める場合は、その項目も検査します。

② 採水場所は、定期検査の場所に準じて水質の異常な内容とその範囲を正確に把

握できる地点を選定します。

３－３ その他

過去３年間の検査結果が法の基準値を満たした場合の検査頻度について、下記

により安全性を考慮し検査回数を減じる場合があります。

水源に汚染物質等を排出する施設の設置状況から原水の水質が大きく変わる恐

れが少ないと認められる場合において、「過去３年間の検査結果がすべて基準値の

1/5 以下のときはおおむね年１回以上、過去１年間の検査結果がすべて基準値の

1/10 以下であるときは、おおむね３年に１回以上とすることができる。

<法施行規則第１５条第１項抜粋>

４ 水質検査計画及び検査結果の公表の方法

(1) 水質検査計画

魚沼市のホームページ及び魚沼市ガス水道局にて閲覧できます。

(2) 水質検査結果

魚沼市ガス水道局で閲覧できます。
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５ 水質検査結果の評価

水質基準は、水道水が法の基準を満たすべき必要条件です。このことから、検査結

果の評価は各水源系にて行い基準を超えている場合は、速やかに原因究明を行うとと

もに適切な対策を実施し、基準を満たす水を給水できるように努めます。

６ 関係機関との連携

水源等で水質汚染事故が発生した場合、またはその恐れがある場合は、各自治体の

「環境衛生部署・関係水道事業体・所轄保健所・新潟県生活衛生課」等と速やかに連

携が取れるよう相互の連絡体制を整備し、情報交換を行います。

また、臨時検査の必要性があると認めた場合は、速やかに関係機関と連携して現地

調査等を行い対処します。

電源開発㈱
小出電力所

関係自治体
水道担当部署

関係自治体
環境衛生担当部署

魚沼保健所
新潟県生活衛生課
営業・水道係

国土交通省

・委託先検査機関

消防・警察・医療機関 各地区住民魚沼市ガス水道局

・水道技術管理者委託機関
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検査項目一覧表 別紙

No. 項目名 基準値
浄水

51項目
①

浄水
9項目

（7.8月追加）
②

原水
39項目
④

1 一般細菌数 1ml中 100以下 ● ● ●

2 大腸菌 検出されないこと ● ● ●

3 カドミウム及びその化合物 0.003 mg/l以下 ● ●

4 水銀及びその化合物 0.0005 mg/l以下 ● ●

5 セレン及びその化合物 0.01 mg/l以下 ● ●

6 鉛及びその化合物 0.01 mg/l以下 ● ●

7 ヒ素及びその化合物 0.01 mg/l以下 ● ●

8 六価クロム化合物 0.02 mg/l以下 ● ●

9 亜硝酸態窒素 0.04 mg/l以下 ● ●

10 シアン化物イオン及び塩化シア
ン

0.01 mg/l以下 ● ●

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/l以下 ● ●

12 フッ素及びその化合物 0.8 mg/l以下 ● ●

13 ホウ素及びその化合物 1.0 mg/l以下 ● ●

14 四塩化炭素 0.002 mg/l以下 ● ●

15 １，４－ジオキサン 0.05 mg/l以下 ● ●

16 シス及びトランス－１，２－
ジクロロエチレン

0.04 mg/l以下 ● ●

17 ジクロロメタン 0.02 mg/l以下 ● ●

18 テトラクロロエチレン 0.01 mg/l以下 ● ●

19 トリクロロエチレン 0.01 mg/l以下 ● ●

20 ベンゼン 0.01 mg/l以下 ● ●

21 塩素酸 0.6 mg/l以下 ●

22 クロロ酢酸 0.02 mg/l以下 ●

23 クロロホルム 0.06 mg/l以下 ●

24 ジクロロ酢酸 0.03 mg/l以下 ●

25 ジブロモクロロメタン 0.1 mg/l以下 ●

26 臭素酸 0.01 mg/l以下 ●

27 総トリハロメタン 0.1 mg/l以下 ●

28 トリクロロ酢酸 0.03 mg/l以下 ●

29 ブロモジクロロメタン 0.03 mg/l以下 ●

30 ブロモホルム 0.09 mg/l以下 ●

31 ホルムアルデヒド 0.08 mg/l以下 ●

32 亜鉛及びその化合物 1.0 mg/l以下 ● ●

33 アルミニウム及びその化合物 0.2 mg/l以下 ● ●

34 鉄及びその化合物 0.3 mg/l以下 ● ●

35 銅及びその化合物 1.0 mg/l以下 ● ●

36 ナトリウム及びその化合物 200 mg/l以下 ● ●

37 マンガン及びその化合物 0.05 mg/l以下 ● ●

38 塩化物イオン 200mg/l以下 ● ● ●

39 ｶﾙｼｳﾑ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度） 300 mg/l以下 ● ●

40 蒸発残留物 500 mg/l以下 ● ●

41 陰イオン界面活性剤 0.2 mg/l以下 ● ●

42 ジェオスミン 0.00001 mg/l以下 ● ●6～8月 ●

43 ２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/l以下 ● ●6～8月 ●

44 非イオン界面活性剤 0.02 mg/l以下 ● ●

45 フェノール類 0.005 mg/l以下 ● ●

46 有機物（ＴＯＣ） 3mg/l以下 ● ● ●

47 ｐＨ値 5.8～8.6 ● ● ●

48 味 異常でないこと ● ●

49 臭気 異常でないこと ● ● ●

50 色度 5度以下 ● ● ●

51 濁度 2度以下 ● ● ●


